
    （1）   2020 年 ( 令和 2 年）　6 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４７号

公益社団法人北海道倶楽部
〒100-0014 東京都千代田区永田町
             2-17-17 北海道東京事務所1 階

毎月１回１日発行　定価８０円

TEL 03-3581-4021 FAX 03-3581-4022
E-mail hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp
http://www.hokkaido-c.or.jp/

We Love  Hokkaido

北海道 “NOW”
北 海 道 情 報 紙 知 ら な い こ と

い っ ぱ い ！ ！

KITAKARA

   
    

HO

KKAIDO CLUB

ECNI
S

            7291

　

★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

松
田
昌
士
・
名
誉
会
長
死
去

　

北
海
道
倶
楽
部
前
会
長
（
現
名
誉
会
長
）
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
、
会
長
を
歴
任
し
た
松
田
昌
士
（
ま
つ
だ
・
ま
さ
た
け
）

氏
が
5
月
19
日
、
東
京
都
内
で
肝
臓
が
ん
の
た
め
死
去
し
た
。
84
歳
だ
っ
た
。「
国
鉄
改
革
3
人
組
」
の
一
人
と
し
て
国
鉄
分

割
民
営
化
に
尽
力
、
１
９
８
７
年
、
新
生
Ｊ
Ｒ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
倶
楽
部
で
は
２
０
０
１
年
か
ら
昨
年
ま
で
会
長
（
代
表

理
事
）
を
務
め
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
み
ん
な
で
北
海
道
を
元
気
に
し
よ
う
よ
！
」
と
呼
び
か
け
た
。
Ｊ
Ｒ
東
は
後
日
、
お
別

れ
の
会
を
開
く
。

国
鉄
分
割
民
営
化
に
指
導
的
役
割

倶
楽
部
会
長
と
し
て
18
年
間
活
躍

　

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）、

北
見
市
出
身
。
3
月
死
去
し
た

西
村
守
正
・
元
倶
楽
部
理
事

長
、
岡
村
進
相
談
役
と
は
札
幌

北
高
の
同
級
生
。
61
年
北
大
大

学
院
法
学
研
究
科
を
修
了
し
国

鉄
（
当
時
）
に
入
社
、
86
年
国

鉄
再
建
実
施
推
進
本
部
事
務
局

長
に
就
任
し
た
。

　

87
年
の
国
鉄
分
割
民
営
化

で
発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

常
務
取
締
役
、
93
年
社
長
、

２
０
０
０
～
06
年
に
会
長
を
務

め
た
。
11
年
同
社
顧
問
。

　

松
田
氏
は
民
営
化
後
、
Ｊ
Ｒ

西
を
率
い
た
井
手
正
敬
氏
、
Ｊ

Ｒ
東
海
の
葛
西
敬
之
氏
と
と
も

に
、
国
鉄
改
革
3
人
組
と
も
呼

ば
れ
、
中
で
も
松
田
氏
は
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

国
労
な
ど
組
合
と
の
交
渉

は
、
難
航
を
極
め
た
が
、
そ
の

経
緯
を
08
年
、
日
経
新
聞
の
「

私
の
履
歴
書
」
に
寄
稿
し
て
い

る
。

　

北
海
道
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

倶
楽
部
で
は
18
年
間
に
わ
た
っ

て
、
会
長
を
務
め
た
。
親
分
肌

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
あ
い

さ
つ
は
常
に
短
く
1
分
足
ら

ず
。「
あ
い
さ
つ
よ
り
皆
さ
ん

で
親
睦
を
深
め
た
方
が
い
い
」

が
モ
ッ
ト
ー
だ
。
倶
楽
部
会
員

の
高
齢
化
を
心
配
し
、
会
員
に

は
機
会
が
あ
れ
ば
「
若
い
人
た

ち
を
ぜ
ひ
誘
っ
て
ほ
し
い
」
と

は
っ
ぱ
を
か

け
て
い
た
。

　

公
職
も
多

く
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
連
盟

会
長
に
就
任

し
た
ほ
か
、

11
年
に
は
「

日
本
の
伝
統

を
守
る
会
」

を
設
立
し
、

会
長
に
。
ま

た
、
バ
ル
カ

　

北
海
道
倶
楽
部
で
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
、
苦
楽
を
と
も
に
し
て

き
た
2
人
に
、
松
田
昌
士
さ
ん

を
偲
ん
で
も
ら
っ
た
。

　

倶
楽
部
前
理
事
長
で
現
相
談

役
の
岡
村
進
さ
ん
は
、
3
月
亡

く
な
っ
た
西
村
守
正
・
元
理
事

長
と
と
も
に
、
札
幌
北
高
の
同

級
生
だ
。「
相
次
い
で
2
人
が

逝
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
…
」
と

シ
ョ
ッ
ク
は
隠
せ
な
い
。

　

松
田
さ
ん
は
北
高
に
途
中
転

入
し
て
き
た
。「
当
初
は
目
立

た
な
か
っ
た
」
と
い
い
、「
転

校
生
だ
っ
た
か
ら
遠
慮
し
て
い

た
の
で
は
」
と
岡
村
さ
ん
は
推

測
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
時
代
も

よ
く
連
絡
が
あ
り
、
食
事
な
ど

を
と
も
に
し
た
。「
い
ろ
ん
な

こ
と
を
語
り
あ
っ
た
。
北
海
道

と
鉄
道
を
愛
し
、
と
に
か
く
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

　

東
京
駅
長
を
務
め
た
江
藤
尚

志
さ
ん
（
倶
楽
部
会
員
）
は
、

１
９
９
１
年
か
ら
20
年
間
に
わ

た
っ
て
松
田
さ
ん
の
秘
書
に
。

「
最
初
の
う
ち
は
怖
か
っ
た
記

憶
が
あ
る
。
民
営
化
か
ら
ま
だ

時
間
が
た
っ
て
お
ら
ず
、
会
社

の
将
来
を
考
え
ピ
リ
ピ
リ
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
」

　

松
田
さ
ん
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン

と
し
て
も
、
定
評
が
あ
っ
た
。

「
例
え
ば
東
京
駅
の
『
空
中
権
』

な
ど
が
代
表
的
。
鉄
道
マ
ン
に

し
て
は
意
外
だ
が
、『
日
本
は

島
国
だ
か
ら
海
運
は
重
要
』
と

よ
く
話
し
て
い
た
」
と
、
江
藤

さ
ん
は
偲
ん
だ
。

　

北
海
道
新
幹
線
は
青
函
ト
ン

ネ
ル
内
で
、
貨
物
列
車
と
の
す

れ
違
い
の
た
め
、
速
度
抑
制
を

強
い
ら
れ
る
。
生
前
の
松
田
さ

ん
が
講
演
な
ど
で
「
北
海
道
ー

本
州
間
の
貨
物
は
す
べ
て
船
を

使
え
ば
い
い
。
新
幹
線
の
ス

ピ
ー
ド
問
題
も
解
決
す
る
」
と

訴
え
て
い
た
の
を
思
い
出
し

た
。

鈴 木 知 事 就 任 1 年
コロナ対策などに全力

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

野
口
さ
ん
が
旭
日
双
光
章

　

鈴
木
直
道
・
北
海
道
知
事
＝
写
真
＝
が
就
任
か
ら
1
年
を
迎
え
た
。
公
約
に
掲
げ
た
道
内
の

経
済
活
性
化
策
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
応
援
団
会
議
」
の
設
立
、
東
京
五
輪
・
マ
ラ
ソ
ン
、
競
歩

の
札
幌
開
催
な
ど
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
国
に
先
駆
け
て
道
独
自
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
、
道
民
に
外
出
自
粛
を
呼
び
か
け

る
な
ど
積
極
姿
勢
を
見
せ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
知
事
が
道
政
の
幅
広
い
課
題
に
ど
う
対
応

す
る
か
が
、
今
後
の
焦
点
だ
。

　

知
事
の
選
挙
公
約
は
、経
済
、

観
光
政
策
、
人
口
減
対
策
、
学

力
向
上
な
ど
教
育
政
策
、医
療
、

介
護
、
少
子
高
齢
化
な
ど
福
祉

分
野
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
、
縄

文
遺
跡
群
な
ど
文
化
政
策
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

　

こ
の
う
ち
観
光
分
野
で
は
、

道
内
の
食
や
観
光
の
魅
力
を
海

外
に
伝
え
、
年
間
５
０
０
万
人

の
海
外
観
光
客
を
呼
び
込
む
目

標
を
掲
げ
た
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
、
新
千
歳
空

港
へ
の
直
行
便
が
す
で
に
実
現

し
て
い
る
。

　

目
玉
政
策
で
も
あ
る
「
ほ
っ

か
い
ど
う
応
援
団
会
議
」
は
昨

年
9
月
に
始
動
。
企
業
か
ら
支

援
を
募
り
、
道
内
の
活
性
化

を
目
指
す
狙
い
で
、
北
海
道

倶
楽
部
も
メ
ン
バ
ー
だ
。
現

在
３
８
０
の
企
業
・
団
体
と
、

２
８
０
０
人
の
個
人
が
参
加
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
、会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
に
も
、
多
く
の
人
た
ち

が
登
録
し
て
い
る
。

　

一
方
、
カ
ジ
ノ
を
中
心
と
す

る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ

Ｒ
）
の
誘
致
を
巡
っ
て
は
、
昨

年
11
月
「
将
来
再
び
挑
戦
す
る

が
、
今
は
見
送
る
」
と
、
慎
重

姿
勢
に
転
換
。
そ
の
後
、
国
会

議
員
ら
の
汚
職
事
件
で
全
国
的

に
Ｉ
Ｒ
誘
致
機
運
が
し
ぼ
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
予
算
へ

の
計
上
を
見
送
っ
た
。

　

鈴
木
知
事
は
当
面
、
第
2
波

と
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対

策
に
全
力
投
球
す
る
構
え
だ
。

就
任
1
年
の
記
者
会
見
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
の
問
題
を
早
期
に
解

決
し
て
い
く
中
で
、
公
約
達
成

に
も
影
響
を
受
け
る
。
効
果
的

に
事
業
を
執
行
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
た
い
」
と
本
年
度
予

算
を
組
み
替
え
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

松
田
名
誉
会
長
死
去
で

　
道
が
コ
メ
ン
ト

　

道
は
５
月
25
日
、
松
田
昌
士

倶
楽
部
名
誉
会
長
の
死
去
を
受

け
、
お
悔
や
み
の
コ
メ
ン
ト
を

出
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
北
海
道
へ
の
愛

着
、
経
済
を
支
え
た
国
鉄
、
Ｊ

Ｒ
で
の
貢
献
を
最
大
限
に
評

価
、「
北
海
道
を
離
れ
て
か
ら

も
、
北
海
道
倶
楽
部
の
会
長
、

名
誉
会
長
と
し
て
、
本
道
を
常

に
優
し
く
見
守
り
、
温
か
い
支

援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

た
」
と
、
感
謝
し
て
い
る
。

ン
半
島
の
国
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

名
誉
総
領
事
を
引
き
受
け
、
一

昨
年
9
月
、
倶
楽
部
の
間
瀬
雅

晴
評
議
員
会
議
長
ら
と
と
も
に

同
国
を
訪
問
、交
流
を
深
め
た
。

　

趣
味
の
囲
碁
は
ア
マ
の
高

段
。社
会
人
野
球
を
統
括
す
る
、

日
本
野
球
連
盟
会
長
を
務
め
ア

マ
チ
ュ
ア
野
球
の
活
性
化
に
力

を
尽
く
す
な
ど
、文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
も
情
熱
を
傾
け
た
。

　

北
海
道
倶
楽
部
は
今
後
の
主

催
事
業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、6
月
の
評
議
員
会
、

理
事
会
で
決
め
る
予
定
で
す
。 

　

当
面
の
間
、
い
わ
ゆ
る
「
三

密
」
を
生
じ
さ
せ
る
会
議
、
イ

ベ
ン
ト
は
自
粛
す
る
方
向
で

す
。 

　

事
務
局
業
務
は
現
在
、
ク
ラ

ウ
ド
や
チ
ャ
ッ
ト
会
議
を
使
用

す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
在
宅

で
対
応
が
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

内
閣
府
と
は
事
業
計
画
や
予

算
の
変
更
に
つ
い
て
電
話
で
話

し
合
い
ま
し
た
。
倶
楽
部
で
取

り
止
め
る
事
業
と
代
わ
る
事
業

の
議
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　

今
後
は
政
府
の
示
し
た
「
新

し
い
生
活
様
式
」「
働
き
方
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
」
を
取
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。　

　

4
月
理
事
会
で
は
す
で
に
対

面
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
、
6
月

の
理
事
会
の
「
書
面
理
事
会
開

催
」、
評
議
員
会
の
「
電
子
的

評
議
員
会
の
開
催
」
や
「
在
宅
・

テ
レ
ワ
ー
ク
を
制
度
化
し
た
就

業
規
則
」
が
決
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

ホ
テ
ル
業
界
に
貢
献

　

北
海
道
倶
楽
部
会
員
で
、
野

口
観
光
グ
ル
ー
プ
（
登
別
市
）

社
長
の
野
口
秀
夫
さ
ん
（
72
）

が
、
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
た
。
野
口
さ
ん
は
「

受
賞
は
『
も
う
少
し
励
め
』
と

い
う
言
葉
い
た
だ
い
た
も
の
と

し
て
感
謝
し
て
い
る
。
さ
ら
な

る
地
域
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界

の
発
展
振
興
に
努
め
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　

野
口
さ
ん
は
早
稲
田
大
を
卒

業
後
、
１
９
７
１
年
に
登
別
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル（
現
野
口
観
光
）

に
入
社
。
99
年
に
社
長
に
就
任

し
、
今
で
は
道
内
で
17
施
設
を

経
営
す
る
。
全
国
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の

副
会
長
を
２
０
０
５
年
か
ら
13

年
ま
で
務
め
た
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

で
、
全
国
的
に
宿
泊
業
が
試
練

に
立
た
さ
れ
て
い
る
当
時
、
先

進
事
例
を
若
手
経
営
者
に
周
知

す
る
な
ど
、
業
界
に
大
き
な
貢

献
を
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
業
界
は
苦
境
の

真
っ
た
だ
中
。「
若
干
で
も
先

行
き
が
見
え
て
き
て
お
り
、
も

う
ひ
と
と
き
の
辛
抱
だ
」
と
力

を
込
め
た
。

２
人
が
語
る
松
田
さ
ん
へ
の
思
い

松田 昌士 氏

北
海
道
倶
楽
部

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
談
笑
す
る
松
田
氏
（
右
）

と
川
村
・
現
倶
楽
部
会
長
＝
２
０
１
９
年
10

月
、
都
内
で


